
                                               

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かながわ 「いのちの授業」
ハンドブック 

ともに生きる社会の担い手と

なる子どもたちに 

｢あたたかい心｣や｢いのちを

大切にする心｣を育むため 

「いのちの授業」を学校から

家庭・地域へ広げましょう 
神奈川県教育委員会 

令和６年３月（改訂） 

概要版 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「命と夢」  小学６年生 
 

命は夢だと思う。そして、夢は生きる希望、平

和につながると思う。いつ戦争、テロ、民族紛争

が起きてもおかしくない地域に住む人たちは夢を

もつことなんて、簡単なことではないはずだ。し

かし、世界中の人が夢をもちたいと同じように思

うことができたら、違う考えをもつ集団との争い

が少しでも和らぐのではないだろうか。  

私は、全宇宙にたった一つしかない自分の命、

自分の夢を、これからも大切にしていきたい。 

戦争体験の話を聴く       小学校       

小学校 

 
 

「しあわせなきもち」  小学２年生 
 

ぼくはなきながらお母さんをギュッとだきしめ

ました。なぜかというと、「ぼくがおなかにいる時

に大切にそだててくれてありがとう。」という気も

ちをつたえたかったからです。ぼくは今、家ぞく

みんなでいっしょにくらせて、とてもうれしいと

思いました。 

助産師さんの話を聴く      小学校  

 

「ぼくの妹」  小学３年生 

 

妹たちは早く生まれたから、体温を調せつす
るのが苦手で、保育きというはこの中に入って
すごしていたこと。とちゅうで息をするのをわ
すれてしまうので、人工こきゅうきというきか
いをつけて、こきゅうをたすけてもらっていた
こと。さいしょはお母さんのおっぱいをちょく
せつのむことができなかったから、細いくだを
口に通して、一ミリリットルのミルクを時間を
かけて注入していたこと。ほかにも、ちゅうし
ゃをしたり、点てきをしたり、いろいろなけん
さをたくさんして、おうちでみんなですごすた
めのじゅんびをしていたことを知った。いたい
ことをいっぱいされて、たくさんのちりょうを
のりこえてきた妹たちの力強さをかんじた。 

 

赤ちゃんについての話を聴く   小学校           

小学校 

 

 

「はじめてのカブト虫のしいく」  小学２年生 
 

ぼくは、今年の夏、クワガタとカブト虫をかう

ことにしました。 

「いのちはかんたんなものじゃない、大きくて

も小さくても、おなじく大せつなものだよ。」と、

お父さんに教えてもらいました。 

まい日、おせわは大へんだけど、クワガタにな

った気もちで考えたり、そだて方をべんきょうし

たいと思います。 

昆虫の飼育           小学校 

「いのちの授業」とは 

子どもたちは、気づき、考え、そして行動へ 

学校や、家庭、地域では、あらゆる教育活動を通して子どもたちに、「いのち」のかけがえのな

さや、夢や希望をもって生きること、人への思いやり、互いに支え合って生きることの大切さな

どを実感してもらう、様々な「いのちの授業」を行っています。 

様々な「いのちの授業」を通して、子どもたちは大切なことに気づき、考えを深めていきま

す。これまで県教育委員会に寄せられた子どもたちの作文の中からいくつかを紹介します。 

神奈川県「いのちの授業」大賞 応募作品より 一部抜粋 

 
 

「いのちについてかんがえたこと」 小学１年生 

 

ぷうは、しんでしまいました。とてもかなしく

て、いまでもおもいだすとないてしまいます。 

どうしてこんなにかなしいのか、ぼくはおかあ

さんとかんがえました。まだいっしょにいたかっ

たからだとわかりました。でも、いのちはずっと

いっしょにいられないということをぷうにおしえ

てもらいました。 

でも、ぷうはいろんなところにいます。ぷうの

ほねは、おはかにいれずにいえにもってかえりま

した。ぼくたちがせいちょうするのをみられるよ

うにです。ぷうのことをおもいだすと、てがみを

かいてそこにもっていきます。ぷうは、ぼくのこ

ころのなか、おもいでのなかにもいます。こころ

のなかやおもいでのなかでは、ずーーーといっし

ょです。 

命のつながりについて考える   小学校             

小学校 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ともに生きる社会かながわ憲章」 中学２年生 

 

私は、「違うは悪いことじゃない」と言われた瞬

間、ハッとしました。自分は、自分の中で「当た

り前」という自分勝手な基準を作っていたのかも

しれないと思いました。私の思っている「当たり

前」は、他の人には「当たり前」ではないかもし

れない。 

私は、自分自身の中で基準を作らず、人と接す

ることで、自分の友達が増え、もっとおもしろい

生活が送れるんじゃないかと思いました。 

これからは、私の中での「当たり前」を解き、

生活していこうと思います。 

 

違いについて考える          中学校       

 
 
「人それぞれ同じ人はいない」  中学１年生 

 

私は障がい者といって、別々にされるのは違う

と思います。だって障がいがあってもなくても、

みんなこの地球上にいる人間だからです。人それ

ぞれの人生の生き方、人それぞれの個性、障がい

があるかないか、同じ人なんて決していません。

だからこそ差別をせずみんながみんなのことを理

解してこれから先、生活していくことが大切だと

思います。 

障がいについて考える      中学校       

小学校 

 
 

「本当の平和へ」  中学３年生 

 

私達にできることは何だろう。まずは身近なこと

から考えてみてほしい。自分の意見を押しつけては

いないだろうか。誰かの事を否定してしまっていな

いだろうか。今からでもまだ間に合う。ほんの小さ

なことでも良い。少しずつ、身近なことから自分の

意識を変えていくのだ。「本当の平和」を創ること

ができるのは私達だ。 

戦争について考える       中学校       

小学校 

 

 

「一生の思い出」  高校２年生 

 

東北で被災された方と触れ合ったこの体験を通

して、将来の夢である看護師に絶対になり、体の

ケアと共に心のケアとして優しい言葉をかけられ

る看護師になってやると強く思いました。本当に

この体験は一生心に残ると思います。 

この企画を提案してくださった先生、本当に感

謝しています。私が目指す看護師像が定められた

ことに。私が思い描く看護師になれるよう日々学

び、努力をしていきたいと思います。 

東北被災地への修学旅行    高等学校       

小学校 

 

 

「カンタータ『土の歌』を鑑賞し、 

調べ学習を通して」  高校１年生  

            

今、戦争を体験しない時代になり、あの恐ろし

さを知る人が少なく、また同じ間違いをしてしま

いそうです。それを少しでも避けるためにこの歌

が生まれたのだと思います。歌は、どの時代にな

っても継がれていきます。歌詞やリズム、長調、

強弱などいかに伝わりやすくするかを魂を込めて

作られたと思います。 

私はこの歌が歌い継がれていくことを願いま

す。 

歌から戦争について考える   高等学校      

かながわ いのちの授業 検索 

県教育委員会のホームページで 

「いのちの授業」のハンドブック

や実践事例、児童･ 

生徒の作文などを見 

ることができます！ 
 

❤  学校での「いのちの授業」を参観しましょう。 
 

❤  「いのちの授業」を受けた子どもに、感想を 

尋ねてみましょう。 

 

 

「大切に思われて」  中学１年生 

 

「誰かに、自分の話を真剣に聞いてもらうとい

うことは、自分をわかってもらった感じがして、

嬉しい気持ちになるということ」にヒントがある

と思った。それは自分を大切にしてもらっている

ことと似ている。人間は、誰かに認めてもらっ

て、大切に思ってもらえることで、人として豊か

に生きていけるものなのだろう。 

私は、大切に思われて、何て恵まれた環境に生

きているのだろうと改めて実感した。 

私が私に生まれて、本当に幸せだったと感じた

道徳の授業だった。 

当たり前ではないこと      中学校      



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  幼稚園

『いのち』とのであい（飼育体験） 『いのち』に触れて『いのち』を大切にしたいという気持ちをもつ。

     小学校低学年

「まりちゃんとあさがお」（読み物資料） 『いのち』のつながりに気づき、感謝の気持ちをもつ。

     小学校中学年

「命」（児童の詩と絵） 限りある『いのち』を大切に精一杯生きようとする気持ちをもつ。

「かわいそう」[しかたがない」「あたりまえ」
（ワークシート資料）

人が生きていくことと他の生き物の『いのち』とのつながりについて考える。

     小学校高学年

「命てんでんこ」（生徒作文） 自然災害から自他の『いのち』を守るためにできることを考える。

「その思いを受けついで」（読み物資料） 身近な人の死から『いのち』のつながりや、今をどう生きるかを考える。

  中学校

「耳澄まし静かな野球」（新聞記事） 互いに思いやり、支えあい、ともに生きることの大切さに気づく。

「知命」（詩） 多くの人とのかかわりの中で、どのように人と接していくかを考える。

「一冊のノート」（読み物資料） かけがえのない家族の存在に気づき、家族への接し方を考える。

   高等学校

「成田真由美さんと競泳」（読み物資料） 困難を乗り越え『いのち』を輝かせる強さや素晴らしさを考える。

「ともに生きる社会かながわ憲章」 憲章に込められた思いを感じ、共生社会の実現に向けて自分ができることを考
える。

県教育委員会では、「ともに生きる社会かながわ憲章＊」の理念を踏まえ、各学校における「いの
ちの授業」のより一層の充実のため、副教材に指導ガイドを盛り込んだハンドブックを平成 29
年 12 月に作成し、各学校に配付しました。さらに家庭や地域でも活用してもらえるよう、県教
育委員会のホームページに掲載しています。 

＊本リーフレットの裏面に「ともに生きる社会かながわ憲章」を掲載しています 

かながわ「いのちの授業」ハンドブックについて 

「いのち」の捉え 

今ここで生きていることの「偶然性」や、一

度失っては取り返しのつかない「有限性」、過

去から現在、そして未来へと連綿と受け継が

れていく「連続性」など、様々な観点から

『いのち』を捉えることが重要です。 

めざす子どもの姿 

めざす子どもの姿を、「自分の『いのち』を大

切にする、他者の『いのち』を大切にする」と

しました。そして、『いのち』を大切にする心

が、子どもの言動や姿に現れていくことが重要

です。 

学びのプロセス 

「気づく」…無意識だった『いのち』を意識すること 

「考える」…他者や教材との対話を通じて『いのち』の捉えを広げたり、深めたりすること 

「行動する」…自他の『いのち』を大切にする行動をとること 

実践例

 

  幼稚園

『いのち』とのであい（飼育体験） 『いのち』に触れて『いのち』を大切にしたいという気持ちをもつ。

     小学校低学年

「まりちゃんとあさがお」（読み物資料） 『いのち』のつながりに気づき、『いのち』への感謝の気持ちをもつ。

     小学校中学年

「命」（児童の詩と絵） 限りある『いのち』を大切に精一杯生きようとする気持ちをもつ。

「かわいそう」「しかたがない」「あたりまえ」
（ワークシート資料）

人が生きていくことと他の生き物の『いのち』とのつながりについて考える。

     小学校高学年

「命てんでんこ」（生徒作文） 自然災害から自他の『いのち』を守るためにできることを考える。

「その思いを受けついで」（読み物資料） 身近な人の死から『いのち』のつながりや、今をどう生きるかを考える。

  中学校

「耳澄まし静かな野球」（新聞記事） 互いに思いやり、支え合い、ともに生きることの大切さに気づく。

「知命」（詩） 多くの人とのかかわりの中で、どのように人と接していくかを考える。

「一冊のノート」（読み物資料） かけがえのない家族の存在に気づき、家族への接し方を考える。

   高等学校

「成田真由美さんと競泳」（読み物資料） 困難を乗り越え『いのち』を輝かせる強さや素晴らしさを考える。

「ともに生きる社会かながわ憲章」 憲章に込められた思いを感じ、共生社会の実現に向けて自分ができることを考える。

ハンドブックの主な内容 

気づく 考える 行動
する

誰もが読みやすい｢副教材｣と、考えを深める道筋のヒントとなる｢指導ガイド｣を掲載しました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域で「親子ふれあい体験」として、

じゃがいもを育てて収穫しています。

「いのちあるものを丹精こめて育て

ることの素晴らしさ」をこれからも伝

えたいです。試食会での「美味しい」

笑顔の輪は、地域の活性化にもつなが

ると信じています。 

朝の登校の見守りをしています。子ど

もたちとの「おはよう」で、地域の子

どもがだんだんと愛おしく感じます。

私の子どもも地域の方に声をかけても

らうと「心が温かくなる」と言ってい

ます。 

障がい者支援施設で働いています。子

どもたちが訪問し、歌や手紙で楽しい

一時を過ごします。同じ地域に暮らす

仲間として自然な交流を続けたいで

す。 

消防署に見学や体験学習に来てくれ

た子どもたちに「いのちを守る」話を

しました。真剣に話を聴く子どもの顔

を見ていると、私自身が「つながって

いく、かけがえのないいのち」を実感

します。 

いのちとは、「生命」を表す他に「唯一のよりどころとなる最も大切なもの」という意味で用いられること

があります。子どもたちは様々な人間関係や経験を通じて、相互を思いやる心を学び成長していきます。 

私たちも、「あなたがここに存在している、それだけで充分素晴らしいことなのだ」と、日々の家庭や地域

生活での「いのちの授業」を通して、自身と相手の大切ないのちを感じながら過ごしていきたいですね。 

        神奈川県PTA協議会 令和５年度 会長 小林 真希 

「いのちの授業」を学校から家庭・地域へ広げましょう 

学校から持ち帰った啓発チラシを見な

がら、子どもとスマホの「使い道」に

ついて話し合いました。子ども自身に

も、親にブレーキをかけてほしい気持

ちがあったようで、久しぶりにじっく

り話を聴けました。 

家庭・地域の皆様へ 

❤  ハンドブックの感想をお聞かせください。 

❤  家庭や地域での「いのちの授業」や、子どもと『いのち』について語り合うなどの
事例を紹介してください。 

❤ 「いのちの授業」大賞作文にご応募ください。（対象は児童・生徒です） 

 

 

❤  「いのちの授業」は特別なものでは
ありません。 

❤  子どもたちとの何気ないかかわり

の中で、大人と子どもが、一緒に『い

のち』に気づき、『いのち』を考えてみ

ることが大切です。 

問い合わせ先 神奈川県教育委員会 教育局 

支援部 子ども教育支援課 

〒231-8588  横浜市中区日本大通１東庁舎６階 

電話：045-210-8292  FAX:045-210-8937 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめは、「いじめる側」と「いじめられる側」以外の「観衆」や「傍観者」の立場にいる人が大きく影響しています。 

 

 

「いじめのこわさ」  小学６年生 

 

私は六年生の一学期に、道徳の授業でいじめについて勉強しました。いじめは、「被害者」「加害者」「傍

観者」の三種類に分かれます。私は全て体験したことがあります。 

被害者、つまりいじめられた人の事。私は仲間外れにされたと感じたことが今までに何度かありまし

た。仲間外れもいじめの一つだと思います。そんな時私は、悲しい気持ちになります。 

加害者、つまりいじめてしまった人の事。私はゲームで友達にいやがらせをしてしまったことがありま

す。いやがらせもいじめの一つです。友達にいやなことをしてしまってとても後悔しています。 

傍観者、つまり周りで見ていた人です。私は授業でいじめを見たらどうするかと聞かれ、止めたいけれ

ど自分にターゲットが回ったらいやだと思う。しかし、がんばって止めたいと答えました。そうしたら先

生からは、「とても正直です。周りの人にも力を借りられると、勇気がわいてくるかもしれませんね。」と

アドバイスをもらいました。 

いじめが原因で命を落とした人がたくさんいます。ある調査では、若者の約三割が「本気で自殺したい

と考えたことがある」と答え、その原因として約五割が「学校問題」をあげていて、また、その中で最も

多い原因は「いじめ」だそうです。この結果を知って私は、こんなにも多くの人が自殺したいと考えたこ 

とがあることに、とてもおどろきました。いじめはよくないものだと強く思いました。 

いじめをなくすためには、一人一人が周りの人たちに思いやりをもって接することが大事だと思いま

す。私も周りの人たちにいやな思いをさせないように気をつけます。そしていじめを見つけた時は、先生

に教えてもらった通り、勇気を出して声を出してみようと思います。 

いじめの傍観者について    

傍観者は、いじめが起きていることを知っ

ているのに何もしない人のことです。 

被害者から見ると、いじめの支持者となる

ことがあります。 

いじめを批判的にとらえ、いじめを止める

ための行動をとる仲裁者が増えることが、い

じめをなくすために必要なことです。 

いじめの「四層構造」 

 

かながわ「いのちの授業」 

指導資料は、こちらから 


